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コチョウラン（胡蝶蘭）のはなし 2021.03.16 

お祝い事で見かけることの多い胡蝶蘭ですが、胡蝶蘭の歴史について知っている人は少な

いかもしれません。発見されたのは 1836 年で、報奨金目当てに珍しい蘭を求める「オー

キッドハンター（蘭専門のハンター）」によって東南アジアで発見されました。原種はほ

とんどが色や模様が入っているものばかりで、白色のものは 1～2 割程しかありませんで

したが、発見から 50 年後に品種改良も行われることになります。日本へ来たのは、明治

時代にイギリスから。最初は高値の花でしたが、温室などの設備の発展と栽培技術が向上

しで栽培が積極的になり、品種改良も盛んに行われるようになり、現在では、メリクロン

栽培というクローンで増やす方法が主流となっています。ところで、英名のモスオーキッ

ドのモスは「蛾」のことですが、日本では「蛾」のイメージが良くないので「蝶」が使わ

れました。胡蝶蘭の花言葉のひとつに「幸せが飛んでくる」というのがあります。新しい

門出にぴったりなお花とされ、開店祝いなどに使われてるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


